
 

  

 

 

 

人口減少と高齢化に加え、世界的な不況により地域経済の疲弊に歯止めがかからない中、

観光は、今後の成長が見込まれる産業の一つとして、交流人口の増加による消費の拡大、雇

用創出等、地域の成長エンジンとして、期待が高まっています。今回のシンポジウムでは、

訪日外国人観光客 3000 万人時代を見すえ、国内外の有識者の間で、地域活性化につなが

るインバウンド振興策のあり方について議論を展開します。 

 

１．開催日時 平成２２年２月２５日（木）１３：３０～１６：３０（開場１３：００） 

 

２．開催場所 法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー２６階「スカイホール」 

        所在地：東京都千代田区富士見２－１７－１ 

  

３．主  催 日本商工会議所、法政大学地域研究センター 

 

４．プログラム 

 （１）基調講演「インバウンド振興による地域活性化について 

         ～なぜスイスは観光で成功したのか～」 

ザンクト・ガレン大学（スイス）ツーリズム研究所所長 

Pietro Beritelli（ピエトロ・ベリテッリ）教授 

    

 （２）パネルディスカッション 

    インバウンド振興の取り組み事例等を受け、地域活性化への効果や有効性等につい

て意見交換します。 

＜コーディネーター＞ 

法政大学大学院教授・地域研究センター副所長 岡本 義行氏 

  ＜パネリスト＞ 

日本政府観光局（JNTO）海外プロモーション部長 平田真幸氏 

社団法人日本観光協会 常務理事 丁野 朗氏 

スイス政府観光局日本・東アジア局長 Roger Zbinden（ロジェ・ツビンデン）氏 

法政大学 現代福祉学部 教授 岡崎 昌之氏 

 

５．参 加 費 ３，０００円（消費税込み） 

 

６．定  員 １５０名（応募者多数の場合は先着順） 

 

７．申込方法 以下のホームページからお申し込みください。 

     （https://www.cin.or.jp/ssl/ryutsu/hosei/100225moushikomi.html） 

 
〔お問い合わせ先〕日本商工会議所 流通・地域振興部 林、大島 

                          ＴＥＬ：０３－３２８３－７８７４ 
e-mail：ryutsu@jcci.or.jp 

 

ザンクト・ガレン大学 

ピエトロ・ベリテッリ氏

氏 
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